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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　長尺状の本体部と、
　前記本体部に脱着可能に取り付けられる長尺状の光源部と、
　長手形状であり、長手方向が長尺状の前記光源部の長手方向に沿う状態で前記光源部に
固定されて取り付けられるバネ部であって、前記長手形状における前記長手方向の端部に
形成されて前記光源部に固定される固定部と、前記本体部に向かって凸となる凸部とを有
するバネ部と、
　前記本体部に取り付けられ、前記凸部を摺動させる開口であって、前記本体部の長手方
向を向く開口が形成され、前記開口の縁によって支持されている前記凸部から弾性変形に
よる復元力を前記縁で受けることにより前記光源部を前記本体部に取り付けている連結部
と
を備え、
　前記バネ部は、
　前記本体部への前記光源部の取り付けの際には、前記凸部が前記開口を摺動するにした
がって前記弾性変形が減少し、かつ、前記復元力が増加し、前記本体部へ前記光源部が取
り付けられた際には、前記本体部の内部に収容される照明装置。
【請求項２】
　前記バネ部は、
　前記凸部が、円弧形状に形成されている請求項１に記載の照明装置。
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【請求項３】
　前記連結部は、
　前記凸部の前記摺動を規制するバネ受部を有する請求項１又は請求項２に記載の照明装
置。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　近年、蛍光灯用照明器具に変わって、ＬＥＤを光源とした照明器具が使用されている。
ＬＥＤを使用する照明器具は、従来の蛍光灯用照明器具と同様に、天井などの被取付面に
固定された本体部に、ＬＥＤが配置された光源部が脱着可能に固定されるものがある。
【０００２】
　光源部と本体部との取付方法には、光源部が、本体部に設けられた窪みに挿入されて取
り付けられる照明器具であって、光源部の側面に設けられたバネ部材が弾性変形しながら
窪みに挿入され、窪み内部に設けられ光源部を固定する金具と係合し、光源部と本体部が
連結されるものがある（例えば、特許文献１）。
　また、点灯装置を備えた光源部が本体部に取り付けられたものもあり、点灯装置を備え
た光源部の側面全長に溝部が形成され、本体部には光源部溝部全長と係合する爪部が設け
られており、側面全長で係合することで、光源部の重量負荷を分散化し、爪部の変形防止
を行なっているものもある（例えば、特許文献２）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１３－８０５９２号公報
【特許文献２】国際公開２０１０／０９５７１０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１の照明器具は複数のバネ部材により光源部と本体部が連結されており、複数
のバネ部材を同時に対応する固定金具に差し込まないとバネ部に応力がかかり、バネ部の
変形や照明器具の故障をもたらすおそれがある。
　また、特許文献２の照明器具は、側面全長にて、溝部と爪部と嵌合している。その為、
光源部を本体部から取り外すときは、嵌合した全長を同時に押圧し溝部と、爪部との嵌合
状態の解徐を要し、専用の治具が必要となる。
【０００５】
　本発明では、光源部と本体部とが脱着可能な照明装置おいて、光源部と本体部が簡単に
連結でき、光源部の取り付け作業の容易な照明装置の提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この発明の照明装置は、
　本体部と、
　前記本体部に脱着可能に取り付けられる光源部と、
　前記本体部と前記光源部とのどちらかに固定されて取り付けられる長手形状のバネ部で
あって、前記本体部と前記光源部とのどちらかに固定される固定部と、前記固定部が固定
されていない前記本体部と前記光源部とのどちらかに向かって凸となる凸部とを有するバ
ネ部と、
　前記本体部と前記光源部とのうち前記固定部が固定されていない方に取り付けられ、前
記凸部を摺動させる開口が形成された連結部と
を備えている。
【発明の効果】
【０００７】
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　本発明によれば、光源部と本体部とが脱着可能な照明装置おいて、光源部と本体部が簡
単に連結でき、光源部の取り付け作業の容易な照明装置を提供できる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】実施の形態１を示す図で、照明器具１０００の斜視図。
【図２】実施の形態１を示す図で、照明器具１０００の分解斜視図。
【図３】実施の形態１を示す図で、本体部１００の斜視図。
【図４】実施の形態１を示す図で、光源部２００の斜視図。
【図５】実施の形態１を示す図で、本体部１００の拡大斜視図。
【図６】実施の形態１を示す図で、バネ部１３０の側面図。
【図７】実施の形態１を示す図で、バネ部１３０の斜視図。
【図８】実施の形態１を示す図で、光源部２００の拡大斜視図。
【図９】実施の形態１を示す図で、連結金具２５０の斜視図。
【図１０】実施の形態１を示す図で、はずれ止部２６０の斜視図。
【図１１】実施の形態１を示す図で、バネ部１３０の取付手順を示す図。
【図１２】実施の形態１を示す図で、バネ部１３０の拡大図。
【図１３】実施の形態１を示す図で、照明器具１０００の変形例である照明器具２０００
の構成図を示す図。
【図１４】実施の形態１を示す図で、図３のＡ－Ａ断面図。
【図１５】実施の形態１を示す図で、図４のＢ－Ｂ断面図。
【図１６】実施の形態１を示す図で、光源部２００の端部を示す図。
【図１７】実施の形態１を示す図で、光源蓋部２４０の斜視図。
【図１８】実施の形態１を示す図で、図１１の（ｂ）を補足する図。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　実施の形態１．
　図１～図１８を参照して実施の形態１の照明器具１０００（照明装置）の構成を説明す
る。実施の形態１では、本発明に係る照明器具の一例として、天井などの被取付部（以下
、被取付部として天井を例に説明するが天井に限定されない）に取り付けられる、逆富士
形の照明器具１０００について説明する。以下の説明において、便宜上、天井面側（被取
付面側）を上面側とし、床面側（被取付面と反対側）を下面側として説明をおこなう。
【００１０】
　図１は照明器具１０００の斜視図である。図２は図１に示す照明器具１０００の分解斜
視図である。図３は、図１に示す本体部１００の斜視図である。図４は図１に光源部２０
０の斜視図である。
【００１１】
（照明器具１０００の構成）
　図１、図２のように、照明器具１０００（照明装置）は、天井（被取付部）に当接する
ように設置される本体部１００と、本体部１００に脱着可能に取り付けられる光源部２０
０から構成される。光源部２００は本体部１００に対向するように脱着可能に取り付けら
れる。
【００１２】
（本体部１００）
　図２のように、本体部１００は、照明器具１０００の外部から引き込まれた電源電線が
接続される端子台１２０と、光源部２００を本体部１００に取り付ける（固定する）ため
のバネ部１３０（照明装置用バネ）を備えている。
【００１３】
（凹部１１１、取付部１１２、光源固定部１１３、傾斜部１１４、蓋部１１５）
　図３のように、本体部１００は、長手方向に沿って略中央部に凹部１１１が形成されて
いる。図１４は凹部１１１を示すための図であり、図３の断面Ａ－Ａである。図５、図１
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４のように、凹部１１１の底辺側には天井に当接する取付部１１２が形成されている。開
口部側（図１４）には光源部２００の一部が挿入されて固定される、光源固定部１１３（
図３）が形成されている。光源固定部１１３は、光源部２００が挿入される光源挿入部１
１３ａと、光源部２００を受ける光源受部１１３ｂから構成されている。光源挿入部１１
３ａは図１４に示すように凹部１１１の両方の壁をなす縦板である。光源受部１１３ｂは
図１４に示すように、光源挿入部１１３ａの上端であり傾斜部１１４の始まる箇所である
。光源受部１１３ｂ（図１４）は、光源挿入部１１３ａの上端において光源部２００（カ
バー部２３０）と当接することで光源部２００を受ける。具体的には光源受部１１３ｂは
カバー当接部２３０ｂ（図１６）と当接して光源部２００（カバー部２３０）を受ける。
また図２、図１４のように、逆富士形の斜面に相当する傾斜部１１４が光源受部１１３ｂ
から形成されている。図２に示すように、本体部１００の両端には、凹部１１１端部及び
傾斜部１１４端部を覆うように、蓋部１１５が取り付けられる。
【００１４】
（電源引込孔１１２ａ、固定孔１１２ｂ）
　図３のように、本体部１００の取付部１１２には、バネ部１３０、端子台１２０が取り
付く。また、取付部１１２には、商用電源供給用の電源線を引き込む電源引込孔１１２ａ
や、天井へ固定する為の固定孔１１２ｂが形成されている。
【００１５】
（光源部２００）
　図４のように、光源部２００は、ＬＥＤユニット２１０（図４には示していない）、保
持部２２０、カバー部２３０、光源蓋部２４０、連結金具２５０（連結部）、はずれ止部
２６０、点灯装置２７０を備えている。
（１）ＬＥＤユニット２１０（図１５，図１６）は、複数のＬＥＤ（図示していない）と
、この複数のＬＥＤが実装される基板とからなる。
（２）保持部２２０（後述する）は、ＬＥＤユニット２１０が取り付けられる。図１５は
図４のＢ－Ｂ断面である。図１５に示すように保持部２２０は底板に相当する保持正面部
２２０ａと、保持正面部２２０ａの両側の側板に相当する保持側面部２２０ｂからなる。
（３）図１５のように、カバー部２３０は、保持部２２０にＬＥＤユニット２１０を覆う
ように取り付くとともに、ＬＥＤユニット２１０から照射される光を拡散制御する。
（４）光源蓋部２４０（図４、図１７）は、カバー部２３０の端部を覆う蓋である。
（５）連結金具２５０は、バネ部１３０と連結する。
（６）はずれ止部２６０（図１０）は、カバー部２３０が保持部２２０から外れることを
防止する、カバー部２３０の外れ止めである。
（７）点灯装置２７０（図４）は、ＬＥＤユニット２１０を点灯させる装置である。
【００１６】
　ＬＥＤユニット２１０は、照明器具１０００の長手方向と略同等となるように長尺にな
るように形成されている（図１）。また、ＬＥＤは基板に長尺方向へ並ぶように、一列あ
るいは複数列で配設されている。
【００１７】
　保持部２２０（図８、図１５）は、前述のように断面がＬＥＤユニット２１０が取り付
けられる保持正面部２２０ａ（図８）と、保持正面部２２０ａの両端部から垂直に突出し
た保持側面部２２０ｂ（図１５）から構成されており、長尺状に形成されている。また、
保持正面部２２０ａのＬＥＤユニット２１０が取り付けられる面の背面（上面側）には、
バネ部１３０と連結する連結金具２５０（図９）を取り付ける為の、連結金具取付台２２
０ｃ（図４、図８）が形成されている。
【００１８】
（カバー部２３０）
　カバー部２３０（図２、図１５、図１６）は、カバー爪部２３０ａ、カバー当接部２３
０ｂ、カバー拡散部２３０ｃを備える。
（１）カバー爪部２３０ａは、図１５、図１６のように、保持側面部２２０ｂに係合して
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、保持側面部２２０ｂに取り付く。
（２）カバー当接部２３０ｂは、図１５のように保持正面部２２０ａと同レベル（上面方
向でほぼ同じ高さ）に位置し、保持正面部２２０ａから外側へ広がる。
（３）カバー拡散部２３０ｃ（図１５）は、カバー当接部２３０ｂの外側端部から略円弧
形状をなすように形成されてＬＥＤユニット２１０を覆う長尺状である。
【００１９】
（光源蓋部２４０、図４、図１７）
　光源蓋部２４０（図１７）は、カバー部２３０のカバー当接部２３０ｂ、カバー拡散部
２３０ｃ、保持正面部２２０ａとから構成される端部（図１６）に嵌まり込み、前記端部
を塞いでいる。
【００２０】
（連結金具２５０）
　連結金具２５０（図４、図８、図９）は、断面が略Ｌ形状（図１２）に形成されている
。連結金具２５０は、バネ挿入部２５０ａと、金具固定部２５０ｂから形成されており、
保持部２２０の連結金具取付台２２０ｃ（図８、図１２）に固定される。
【００２１】
（バネ挿入部２５０ａ）
　図９のように、バネ挿入部２５０ａは、バネ部１３０を挿入する為に開口した、バネ挿
入孔２５０ａ－１（開口）、バネ挿入孔２５０ａ－１から金具固定部２５０ｂ方向の箇所
が内側に曲げられたバネ受部２５０ａ－２、及び、はずれ止部２６０を固定する為のはず
れ止受部２５０ａ－３を有している。
【００２２】
（金具固定部２５０ｂ）
　金具固定部２５０ｂ（図９）は、連結金具取付台２２０ｃ（図１２）に当接し固定され
ると共に、端部が外側（保持部２２０側）に曲げられたバネ摺動補助部２５０ｂ－１が形
成されている。
【００２３】
（はずれ止部２６０）
　はずれ止部２６０（図１０）は、保持部２２０（保持側面部２２０ｂ）とカバー部２３
０との係合いが外れるのを防止する部材であり、嵌合部２６０ａが連結金具２５０に嵌合
することで連結金具２５０に固定されている。はずれ止部２６０は、連結金具２５０を覆
うように嵌り合う嵌合部２６０ａと、保持側面部２２０ｂとカバー爪部２３０ａを覆うよ
うに嵌めこまれる係合カバー部２６０ｂを有している。はずれ止部２６０は、嵌合部２６
０ａのクリップ部２６１ａが連結金具２５０のはずれ止受部２５０ａ－３を挟むことで、
連結金具２５０に係合する。また、図１５のように係合カバー部２６０ｂは、保持側面部
２２０ｂとカバー爪部２３０ａとを挟み込んで、保持側面部２２０ｂとカバー爪部２３０
ａとの係合が外れるのを防止する。
【００２４】
（点灯装置２７０）
　点灯装置２７０（図４）は、端子台１２０（図３）を介して商用電力からの電力をＬＥ
Ｄユニット２１０に供給し、ＬＥＤユニット２１０を点灯させる装置である。点灯装置２
７０は略直方体形状をした点灯装置本体部２７０ａと、端子台１２０と連結する電源コネ
クタ２７０ｂから構成されている。
【００２５】
（バネ部１３０）
　バネ部１３０（図３、図５～図７）は、取付部１１２（図５）に、ネジ１１６により固
定される。バネ部１３０は光源部２００を固定する機能を有する（図１１、図１２で述べ
る）。
【００２６】
　バネ部１３０は、ステンレス材料や、バネ鋼板などの弾性材料で形成された、長手形状
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の板バネである。バネ部１３０（照明装置用バネ）は図６のように、第１平坦部Ｌ１（平
坦部）、第１曲げ部Ｍ１、第２平坦部Ｌ２、第２曲げ部Ｍ２、第３平坦部Ｌ３、第３曲げ
部Ｍ３、第４平坦部Ｌ４、第４曲げ部Ｍ４、円弧部Ｅ、屈曲部Ｋを備える。また第１曲げ
部Ｍ１、第２平坦部Ｌ２、第２曲げ部Ｍ２、第３平坦部Ｌ３、第３曲げ部Ｍ３（突起部）
、第４平坦部Ｌ４、第４曲げ部Ｍ４、円弧部Ｅ、屈曲部Ｋは、円弧形状部を構成する。
（１）第１平坦部Ｌ１（固定部）は、長手形状の一方の端部から長手方向に向かう。第１
平坦部Ｌ１はネジ１１６（図５）で取付部１１２に固定される。
（２）第１曲げ部Ｍ１は、第１平坦部Ｌ１の終わりに、第１曲げ半径Ｒ１で形成される。
（３）第２平坦部Ｌ２は、第１曲げ半径Ｒ１で第１角度θ１に曲げられて第１平坦部Ｌ１
から立ち上がる。第２平坦部Ｌ２は、可動の軸になる（図１１）。
（４）第２曲げ部Ｍ２は、第２平坦部Ｌ２の終わりに、第１曲げ半径Ｒ１と反対向きに第
２曲げ半径Ｒ２で形成される。
（５）第３平坦部Ｌ３は、第２曲げ半径Ｒ２で鋭角の第２角度θ２に曲げられて延びる。
（６）第３曲げ部Ｍ３は、第３平坦部Ｌ３の終わりに、第２曲げ半径Ｒ２と反対向きに第
３曲げ半径Ｒ３で形成される。第３曲げ部Ｍ３は、光源部２００が本体部１００に装着完
了となる直前に連結金具２５０のバネ受部２５０ａ－２に当たることで、円弧部Ｅの摺動
を制御する。
（７）第４平坦部Ｌ４は、第３曲げ半径Ｒ３で鋭角の第３角度θ３に曲げられて延びる。
（８）第４曲げ部Ｍ４は、第４平坦部Ｌ４の終わりに、第３曲げ半径Ｒ３と反対向きに第
４曲げ半径Ｒ４で形成される。
（９）円弧部Ｅは、第４曲げ半径Ｒ４で鈍角の第４角度θ４に曲げられて第１平坦部Ｌ１
の向かう長手方向に延びると共に第２平坦部Ｌ２の立ち上がる方向に凸となる円弧形状の
部分である。円弧部Ｅは、連結金具２５０の開口縁部２５０ａ－１－１（図９）と当接し
て摺動する摺動部である。
（１０）屈曲部Ｋ（引っ掛け部）は、円弧部Ｅの端部が屈曲されたものであり、連結金具
２５０の開口縁部２５０ａ－１－１に引っ掛けられる（図１１の（ｂ））。
【００２７】
　第２平坦部Ｌ２は、バネ部１３０が光源部２００を取り付けするときの弾性作用の軸部
である（後述の図１１、図１２）。
【００２８】
　第４曲げ部Ｍ４の内側箇所Ｍ４－１（付近円弧形状部、図１２）は、バネ部１３０が光
源部２００を保持したときに、連結金具２５０の開口縁部２５０ａ－１－１に当接する（
後述の図１２）。
【００２９】
（バネ部１３０の個数）
　バネ部１３０は、本体部１００の長手方向を二等分する中心軸１１７（図３）の左右に
、各一個設けられる。各バネ部１３０は、固定部である第１平坦部Ｌ１が中心軸１１７を
向き、屈曲部Ｋが蓋部１１５方向へ向くように配置される。よって、バネ部１３０は、外
側方向（図１１の（ａ））へ開くように可動する。
【００３０】
（端子台１２０）
　端子台１２０（図３）は、商用電源から供給される電力を光源部２００へ供給するもの
であり、点灯装置２７０の電源コネクタ２７０ｂと連結する端子台コネクタ１２０ａを備
えている。
【００３１】
（光源部２００の装着作業）
　次に、図１１を用いて、天井に取り付けられた本体部１００（バネ部１３０）に、作業
者が光源部２００（連結金具２５０）を取り付ける作業を説明する。
　図１１において、
（ａ）は、本体部１００に光源部２００が取り付けられる前の状態を示す。
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（ｂ）は、作業者がバネ部１３０の円弧部Ｅの曲率が大きくなるように、バネ部１３０を
弾性変形させた状態で光源部２００の連結金具２５０に屈曲部Ｋを連結した状態を示す。
（ｃ）は、円弧部Ｅの裏側が連結金具２５０の開口縁部２５０ａ－１－１に対して摺動す
る状態を示す。
（ｄ）は、本体部１００に光源部２００が取り付けられた状態を示す。
【００３２】
（図１１の（ａ））
　図１１の（ａ）において、本体部１００では取付部１１２にバネ部１３０の第１平坦部
Ｌ１が当接してネジ１１６により固定されている（図５に同じ）。光源部２００は本体部
１００に取り付けられていない状態である。
【００３３】
（図１１の（ｂ））
　次に、図１１の（ｂ）において、バネ部１３０は、第２平坦部Ｌ２（可動軸）を回転の
中心として、円弧部Ｅ（摺動部）が取付部１１２に対して垂直状態になるように弾性変形
した状態である。作業者は、両方の連結金具２５０について、バネ挿入孔２５０ａ－１に
バネ部１３０の屈曲部Ｋからバネ部１３０をくぐらせる。作業者は、バネ部１３０の屈曲
部Ｋを、連結金具２５０のバネ挿入孔２５０ａ－１（図９）の開口縁部２５０ａ－１－１
に引っ掛けて、光源部２００を本体部１００に吊り下げる。バネ部１３０は図３のように
、２個のバネ部１３０が、本体部１００の両端部分に配置されており、図１８のように光
源部２００は２個のバネ部１３０で本体部１００に対して略平行な状態で保持することが
できる。照明器具１０００の施工時のときであれば、作業者は図１８の状態で、両手ある
いは片手で光源部２００を支持する必要なく、コネクタの接続作業などができる。
【００３４】
（図１１の（ｃ））
　次に、図１１の（ｃ）において、作業者が光源部２００を上方（天井方向）に持ち上げ
ると、バネ部１３０の円弧部Ｅの裏面が、バネ挿入孔２５０ａ－１の開口縁部２５０ａ－
１－１に対して、バネの復元力により摺動する。このバネ部１３０（円弧部Ｅ）の摺動作
用は、作業者が光源部２００を上方（天井方向）に持ち上げると、バネ部１３０は自ずと
元の形状に戻ろうとすることによるが、作業者はバネ部１３０を気にすることなく、バネ
部１３０は連結金具２５０に対して摺動しながら元の形状に戻る。
【００３５】
（図１１の（ｄ））
　次に、図１１の（ｄ）において、作業者が、本体部１００の光源挿入部１１３ａ（図１
４）に光源部２００のカバー爪部２３０ａの部分を差し込むと、カバー当接部２３０ｂが
、光源受部１１３ｂに当接する。このときバネ部１３０は、光源部２００の装着状態が完
了する直前では、第３曲げ部Ｍ３（摺動制御部、摺動抑制部）がバネ受部２５０ａ－２と
当接し、円弧部Ｅの摺動が抑制される。そして作業者が光源部２００の本体部１００への
差し込みを完了（光源部２００の装着完了）すると、バネ部１３０の第４曲げ部Ｍ４の内
側箇所Ｍ４－１が、連結金具２５０の開口縁部２５０ａ－１－１と押し合う状態で、開口
縁部２５０ａ－１－１に対して位置決めされる（図１２）。このとき、バネ部１３０が内
側箇所Ｍ４－１で開口縁部２５０ａ－１－１を支持する際のバネ定数は、図１１の（ｂ）
において屈曲部Ｋで光源部２００を支持する際のバネ定数に対して著しく大きい。これは
、バネ部１３０では第１平坦部Ｌ１（固定）が本体部１００に固定されるので、第１平坦
部Ｌ１を固定端とする片持ち梁として大まかに見積もることができる。バネ部１３０では
、ほとんど弾性変形しない第１曲げ部Ｍ１と第４曲げ部Ｍ４との直線距離（スパン）は、
第１曲げ部Ｍ１と屈曲部Ｋとの距離（スパン）の、例えば１／５～１／６程度である。片
持ち梁ではスパンはバネ定数に３乗で影響する。よって、第４曲げ部Ｍ４におけるバネ定
数は、１／５であれば屈曲部Ｋにおけるバネ定数の１２５倍であり、１／６であれば屈曲
部Ｋにおけるバネ定数の２１６倍である。このため、作業者が光源部２００を本体部１０
０への差し込みを完了すると、バネ部１３０の第４曲げ部Ｍ４の内側箇所Ｍ４－１が、連
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結金具２５０の開口縁部２５０ａ－１－１を支持することができる。つまり第４曲げ部Ｍ
４の内側箇所Ｍ４－１で、光源部２００の自重を支持することができる。
【００３６】
（光源部２００の取り外し作業）
　次に、光源部２００を本体部１００から取り外す方法について説明する。光源部２００
の取り外し方法は図１１で述べた取り付け方法の逆の手順になる。
（１）図１１の（ｄ）のように、作業者は、光源部２００が本体部１００に取り付けられ
た状態から、光源部２００を略水平に引き下げる。
（２）作業者は、光源部２００を図１１の（ｃ）を経て（ｂ）の状態まで引き下げ、バネ
部１３０の屈曲部Ｋを連結金具２５０のバネ挿入孔２５０ａ－１から外す。
（３）以上の手順で、作業者は、本体部１００から光源部２００を取り外す。
【００３７】
　次に、取付時における、バネ部１３０の弾性作用（作用効果）に関して説明をする。図
１２は、本実施の形態１の取付時における、バネ部１３０の第２平坦部Ｌ２（可動軸）の
周辺の拡大図である。図１２において、点線は弾性変形していない状態（図１１の（ａ）
の状態）のバネ部１３０（バネ部１３０ａとする）を示し、実線は内側箇所Ｍ４－１で光
源部２００を保持している弾性変形状態（図１１の（ｄ）の状態）のバネ部１３０（バネ
部１３０ｂとする）を示している。
【００３８】
　図１２において、バネ部１３０ｂ（実線）では、内側箇所Ｍ４－１（黒丸で示した）が
、バネ部１３０ａ（点線）の内側箇所Ｍ４－１相当箇所（バネ部１３０ｂ（実線）で内側
箇所Ｍ４－１に印をつけてバネ部１３０ａ（点線）の状態に戻したときの印の位置）と比
較すると、以下のようになる。つまりバネ部１３０ｂ（実線）は、第１平坦部Ｌ１の方向
へ水平に寸法Ａ、下側方向に寸法Ｂだけ弾性変形した状態で、光源部２００（連結金具２
５０）を保持している。
【００３９】
（バネ部１３０のへたりと弾性力との関係）
　バネ部１３０は図１１の（ｂ）あるいは後述の図１３のように使用される。よってバネ
部１３０にへたりが生じると図６における第２角度θ３が大きくなる方向に影響するが、
この影響は図１２において寸法Ａが増加する方向に働き、結果としてへたりが生じた際の
バネ部１３０が光源部２００（連結金具２５０）を支持する弾性力の低下を抑制できる。
このように、バネ部１３０の形状的特徴によって、バネ部１３０に劣化（へたり）が発生
しても、弾性力の低下をもたらすことなく（へたりにより、むしろ弾性力（たわみ））が
増加する）、光源部２００を保持できる効果を有する。なお、連結金具２５０はバネ部１
３０と連結するものであり、寸法Ａ、寸法Ｂがマイナスにならないものであれば、本実施
の形態１以外の形状のものでも良い。
【００４０】
　実施の形態１は、作業者が本体部１００に光源部２００を取り付ける際に、バネ部１３
０の円弧部Ｅが光源部２００に設けられた連結金具２５０を復元力で自ら摺動する。そし
て、作業者が光源部２００を最終的な装着状態とする直前で、第３曲げ部Ｍ３が円弧部Ｅ
の摺動を抑制（制御）し、最後の装着時には、内側箇所Ｍ４－１位置における大きいバネ
定数によって光源部２００を支持できる構成である。この構成によって、本体部１００と
光源部２００とを確実に、かつ簡単に連結できる連結機構、及びその連結機構を備えた照
明器具を提供できる。
　またこの連結機構では、図１１の（ｂ）のように作業者の両手が自由になると共に、光
源部２００を天井方向に持ち上げることで、内側箇所Ｍ４－１が摺動してバネ部１３０が
元の形状に戻ろうとする。よって光源部２００の取り付け、及び取り外しの作業効率が向
上する。
【００４１】
　実施の形態１の照明器具１０００では、本体部１００への光源部２００の取り付けをバ
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また照明器具１０００では専用治具なしで取付取り外しができるので作業性が向上する。
【００４２】
　また、本実施の形態１では、逆富士形の照明器具１０００について説明をしたが、本体
部と光源部が一体になっておらず、光源部を本体部に取り付けることが必要な照明器具で
あれば、埋込型、直付け型でもよく、天井スクエア型など略正方形状をしたものでもよい
。
【００４３】
　また、本実施の形態１では、光源部２００が図１８に示すように略平行に取り付けられ
る取付機構の説明をしたが、片側（図２の２個のバネ部１３０の一方）から取り付けを行
なってもよい。
【００４４】
　また、本実施の形態１では、バネ部１３０が照明器具１０００の長手方向へ２箇所配置
される取付機構を説明したが、図１３に示す照明器具２０００のように、長手片側が引っ
掛けによる係合で、もう一方がバネ部による取り付けであっても良い。なお照明器具２０
００を示す図１３では、本体部及び光源部の構成が照明器具１０００と異なるため、本体
部を本体部１００’と記し、光源部を光源部２００’と記している。
【００４５】
　また、本実施の形態１では、対になるバネ部１３０がお互いに反対方向へ開くように可
動する配置に関して説明をおこなったが、互いに向かい合って開くよう可動する配置でも
よく、同じ方向へ開くような配置（例えば図３で２個のバネ部１３０が同じ方向（長手方
向を示す矢印側）へ向く）しても良い。
【００４６】
　なお、実施の形態１では本体部１００にバネ部１３０を設け、光源部２００に連結金具
２５０を設ける仕様について説明を行なったが、本体部１００が連結金具２５０を備え、
光源部２００がバネ部１０を備える仕様でもよい。
【符号の説明】
【００４７】
　１０００，２０００　照明器具、１００　本体部、１１１　凹部、１１２　取付部、１
１３　光源固定部、１１３ａ　光源挿入部、１１３ｂ　光源受部、１１４　傾斜部、１１
５　蓋部、１１６　ネジ、１２０　端子台、１２０ａ　端子台コネクタ、１３０，１３０
ａ，１３０ｂ　バネ部、２００　光源部、２１０　ＬＥＤユニット、２２０　保持部、２
２０ａ　保持正面部、２２０ｂ　保持側面部、２２０ｃ　連結金具取付台、２２０ｃ－１
　ネジ、２３０　カバー部、２３０ａ　カバー爪部、２３０ｂ　カバー当接部、２３０ｃ
　カバー拡散部、２４０　光源蓋部、２５０　連結金具、２５０ａ　バネ挿入部、２５０
ａ－１　バネ挿入孔、２５０ａ－１－１　開口縁部、２５０ａ－２　バネ受部、２５０ａ
－３　はずれ止受部、２５０ｂ　金具固定部、２５０ｂ－１　摺動補助部、２６０　はず
れ止部、２６０ａ　嵌合部、２６０ｂ　係合カバー部、２６１ａ　クリップ部、２７０　
点灯装置、２７０ａ　点灯装置本体部、２７０ｂ　電源コネクタ、Ｌ１　第１平坦部、Ｌ
２　第２平坦部、Ｌ３　第３平坦部、Ｌ４　第４平坦部、Ｍ１　第１曲げ部、Ｍ２　第２
曲げ部、Ｍ３　第３曲げ部、Ｍ４　第４曲げ部、Ｅ　円弧部、Ｋ　屈曲部。
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